
○
通
所
リ
ハ
ビ
リ

提
供
時
間

：

６
時
間
30
分

※
リ
ハ
ビ
リ
＋
昼
食
＋
入
浴

　

デ
イ
ケ
ア
ら
い
ふ
は
、
多
く
の
人
た
ち

と
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
す
！
提
供
時

間
は
９
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で
。
利

用
者
様
の
状
況
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
を

計
画
し
、
個
別
リ
ハ
ビ
リ
・
パ
ワ
ー
リ
ハ

ビ
リ･

集
団
リ
ハ
ビ
リ
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

○
短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ

提
供
時
間

：

１
時
間
30
分

※
リ
ハ
ビ
リ
特
化（
昼
食
・
入
浴
な
し
）

　

短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
は
、
午
前
90
分

ま
た
は
午
後
90
分
の
提
供
時
間
で
、
少
人

数
で
入
浴
・
食
事
な
し
の
リ
ハ
ビ
リ
特
化

型
デ
イ
ケ
ア
で
す
。
主
に
マ
シ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
行
い

ま
す
。

  

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
の
か

提
供
時
間

：

６
時
間
10
分

※
入
浴
・
昼
食
・
レ
ク
・
家
族
負
担
軽
減

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
の
か
は
、
利
用
者
お

ひ
と
り
お
ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た

日
課
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
レ
ク
・
体
操

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
十
勝
勤
医
協
で
は
、｢

白
樺
ブ
ロ
ッ
ク｣

と
し
て
、

白
樺
16
条
に
あ
る｢

ド
リ
ー
ム
タ
ウ
ン
白
樺｣

と

呼
ば
れ
る
商
業
地
域
で
、
医
療
・
介
護
・
施
設
・

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

白
樺
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
３
種
類
の
通
所
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

お
身
体
の
状
態
や
お
好
み
に
合
わ
せ
た

通
所
事
業
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

通所リハビリ・短時間リハビリへのお問い合わせはこちらまで　⇒☎４１- １１６５
デイサービスほのかへのお問い合わせはこちらまで　　　　　　⇒☎４１- ４１６５
※要支援・要介護認定のご相談は【指定居宅介護支援事業所白樺】 ・・・・・・・☎４１- １１６７

　要支援・要介護認定を受けている帯広市在住の方が対象となります。無料での体験利用も可能
です。お問い合わせ・ご相談をお待ちしています。

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
（
デ
イ
ケ
ア
ら
い
ふ
）

在
宅
介
護
総
合
セ
ン
タ
ー
白
樺
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▼
沖
縄
県
は
５
月

15
日
で
本
土
復
帰

か
ら
47
年
を
迎
え

た
。
リ
ゾ
ー
ト
産

業
が
大
き
く
成
長

す
る
な
ど
、
自
立

型
経
済
構
築
の
た

め
の
成
果
が
出
て
い
る
一
方
、

県
民
所
得
は
全
国
の
７
割
程

度
に
と
ど
ま
り
、
子
ど
も
の

貧
困
な
ど
新
た
な
社
会
問
題

も
顕
在
化
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
▼
日
本
全
体
の

約
７
割
の
米
軍
専
用
施
設
が

集
中
し
、
県
民
は
基
地
あ
る

が
故
の
事
件
・
事
故
の
恐
怖

に
さ
ら
さ
れ
る
一
方
で
、
政

府
は
県
民
の
民
意
を
無
視
し
、

埋
め
立
て
土
砂
を
海
に
投
入

す
る
な
ど
米
軍
新
基
地
建
設

を
推
し
進
め
、
豊
か
な
自
然

と
民
主
主
義
・
地
方
自
治
を

破
壊
す
る
道
理
な
き
行
為
を

続
け
て
い
る
▼
オ
ス
プ
レ
イ

な
ど
米
軍
ヘ
リ
の
緊
急
着
陸

や
戦
闘
機
の
海
上
で
の
墜
落

も
後
を
絶
た
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
は
沖
縄
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
。
胆
振
東
部
地
震
に

よ
っ
て
中
止
さ
れ
た
オ
ス
プ

レ
イ
飛
行
訓
練
が
、
帯
広
駐

屯
地
を
補
給
拠
点
に
再
度
計

画
さ
れ
て
い
る
▼
駐
屯
地
周

辺
に
は
住
宅
地
・
学
校
・
病

院
・
介
護
施
設
も
多
い
。
な

に
よ
り
、
騒
音
や
振
動
に
よ

る
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。
次
の
参
院
選

で
き
ち
ん
と
民
意
を
示
し
た

い
。 

（
Ｙ
）



シリーズ

憲法 がが
ああぶぶなないい

　

私
が
は
じ
め
て「
み
ん
な

で
憲
法
を
読
む
会
」に
参
加

し
た
の
は
、
35
年
前
の
こ
と

で
旧
市
民
会
館
の
３
階
で
開

か
れ
た
時
で
す
。
小
学
１
年

生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
二
女

と
一
緒
で
し
た
。

　

憲
法
の
条
文
１
０
３
条
を
、

一
人
ひ
と
り
順
に
読
ん
で
い

き
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
９

条
や
25
条
な
ど
の
主
要
な
条

文
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

１
０
３
条
す
べ
て
を
耳
で
聞

き
、
目
で
読
む
こ
と
で
し
っ

か
り
と
内
容
を
受
け
止
め
る

事
が
で
き
た
と
深
く
感
動
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

一
緒
に
聞
い
て
い
た
二
女
も
、

今
も
そ
の
時
の
こ
と
は
覚
え

て
い
る
そ
う
で
す
。
日
本
国

　

５
月
１
日

（
水
）全
国
各
地

で
メ
ー
デ
ー
集

会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
十
勝
・

帯
広
で
は
、
夢

の
北
広
場
で
帯

労
連
加
盟
の
各

団
体
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
関

係
団
体
が
参
加

し
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー

か
ら
開
会
宣
言
、

実
行
委
員
長
あ

い
さ
つ
が
行
わ

れ
、
日
本
共
産

党
十
勝
地
区
委

員
会
、
帯
広
民

主
商
工
会
、
農

　

「
核
兵
器
の
全
面

禁
止
を
求
め
て
共
に

歩
こ
う
広
島
・
長
崎

へ
」
を
合
言
葉
に
、

５
月
６
日
、
全
国
の

地
点
か
ら
平
和
大
行

進
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

根
室
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
行
進
者
が
５

月
９
日
帯
広
に
到
着

し
、
歓
迎
集
会
が
市

内
の
中
央
公
園
南
側

で
開
か
れ
、
関
係
団

体
よ
り
約
60
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
実
行

委
員
会
代
表
挨
拶
を

皮
切
り
に
、
今
年
の

通
し
行
進
者
丸
宗
市

さ
ん
よ
り
決
意
表
明

が
あ
り
、
十
勝
網
の

憲
法
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

が
全
て
実
現
し
た
ら
、
ど
ん

な
に
豊
か
で
平
和
で
生
き
や

す
い
社
会
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

日
本
の
憲
法
は
世
界
に
誇
れ

る
憲
法
な
の
だ
と
心
が
躍
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
憲
法
を
読
む
会
」

の
ほ
か
に
も
、
講
演
会
や
学

習
会
に
も
時
間
が
許
す
限
り

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
10
年

以
上
前
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
、
自
民
党
の「
改
憲
草
案
」

を
学
習
し
た
時
、〝
こ
ん
な
事

が
で
き
る
わ
け
が
な
い
〞と

思
い
ま
し
た
が
、
日
を
追
う

ご
と
に「
壊
憲
勢
力
」は
何
の

た
め
ら
い
も
な
く
推
し
進
め

て
き
て
い
ま
す
。
教
育
、
福
祉
、

経
済
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

民
連
の
各
代
表
よ
り
決
意
表

明
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
紹
介
の
後
メ
ー
デ
ー

宣
言
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
道
に
労
働
者
の
未
来
が
見

通
せ
な
い
事
、
８
時
間
働
い

て
普
通
に
暮
ら
せ
る
賃
金
と

労
働
条
件
の
確
立
に
力
を
合

わ
せ
る
事
、
戦
争
す
る
国
づ

く
り
を
推
し
進
め
る
安
倍
政

治
に
断
固
Ｎ
Ｏ
を
突
き
付
け

る
事
、
貧
困
と
格
差
、
差
別

と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
撤
廃
を

求
め
続
け
る
事
等
が
宣
言
さ

れ
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
集
会
後
の
デ
モ
行
進

で
は
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

で
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

 

【
本
部
組
織
係
長　

池
田
大
輔
】

目
平
和
行
進
の
報
告
が
、
士

幌
線
、
南
十
勝
線
、
銀
河
線

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
歓
迎
の
挨
拶
と

し
て
、
日
本
共
産
党
・
帯
労

連
・
２
０
１
８
年
原
水
禁
世

界
大
会
代
表
団
事
務
局
長
か

ら
の
歓
迎
の
挨
拶
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
集
会
決
議

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
参
加
し

た
全
員
の
賛
成
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

集
会
後
は
通
し
行
進
者
を

先
頭
に
、
参
加
者
が
列
を
作

っ
て
行
進
、「
核
兵
器
を
な
く

そ
う
」、「
日
本
政
府
は
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准

せ
よ
」、「
非
核
の
願
い
と
憲

法
９
条
が
輝
く
日
本
を
」な

ど
を
訴
え
る
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

ク
を
元
気
に
行
い
ま
し
た
。

 

【
本
部
組
織
係
長　

池
田
大
輔
】

攻
撃
を
か
け
、
手
を
ゆ
る
め

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
攻
撃
を

受
け
る
側
が
圧
倒
的
に
多
数

の
ひ
と
び
と
な
の
で
す
。
知

る
こ
と
で
力
を
出
し
合
え
ま

す
。
私
た
ち
、
知
っ
た
者
が

た
ゆ
み
な
く
声
を
あ
げ
、
行

動
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、

「
か
ん
じ
ん
か
な
め
」な
の
だ

と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

知
ら
な
い
で
い
る
人
に
は
、

そ
の
人
に
あ
っ
た
方
法
で
知

ら
せ
、
知
っ
て
い
て
諦
め
て

い
る
人
に
は「
諦
め
る
の
は

ま
だ
早
い
」
と
伝
え
て
、
一

緒
に
声
を
あ
げ
行
動
す
る
人
々

を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
柏
林
台
友
の
会　

長
谷
部
悦
子
】

第30回第30回 十勝健康まつり十勝健康まつり

20192019年年6月16日6月16日㈰㈰
午前午前1010時～時～
午後１時午後１時

ドリームタウン白樺ドリームタウン白樺
十勝勤医協ケアセンター白樺横　帯広市白樺16条西2丁目十勝勤医協ケアセンター白樺横　帯広市白樺16条西2丁目

●主催／十勝健康まつり実行委員会

●後援／帯広市・北海道十勝総合振興局・十勝町村会・北海道赤十字血液セ

ンター帯広出張所・十勝毎日新聞社・北海道新聞社帯広支社・ＯＣ

ＴＶ・ＦＭ -ＪＡＧＡ・ＦＭ -ＷＩＮＧ

◇ステージ企画　　◇無料健康相談（10:30~12:00）
◇頚動エコー検査
　※当日9時30分より整理券を配布いたします。お受け
　　いただける人数に限りがございます。予めご了承下
　　さい。
◇血圧・体脂肪率測定等の健康チェック　
◇パネル展示　
◇各友の会支部や職員による物品販売など　　◇抽選会

住所：080-0019
　　　帯広市西９条南11丁目
　　　１番地
　　　十勝勤医協会館内
　　　十勝健康まつり
　　　実行委員会

電話：0155-21-4718

FAX：0155-21-4840

お問合せ

2019年原水爆禁
止国民平和大行進2019年原水爆禁
止国民平和大行進

第90回第90回メーデー帯広集会メーデー帯広集会
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国保料の軽減・減免制度について

「放置しないで！国保料」
　保険料が高すぎて滞納する世帯が後を絶たない「国民健康保険」。

帯広市の加入世帯は約２万５千世帯です。年間所得が200万円以下

の世帯は約90％、何らかの減免を受けているのは全世帯の68％にも

のぼります。加入世帯の負担は限界に来ており、国民皆保険制度を

支える医療のセイフティネットであるはずの国保とはもはや名ばか

りです。その原因は国が国庫負担を大幅に下げたことによります。

社会保障制度として、国保制度を急いで改善する必要があります。

　さて、国保料の軽減制度にはいくつか種類がありますが大きく２

つに分けられます。一つは法定減免で、あらかじめ所得が基準以下

の世帯に対して軽減されるしくみです。所得が基準額以下の場合、

その所得によって軽減割合が変わります。法定減免は申告していな

と適用されていない場合がありますので念のため国保課に確認され

ることをお勧めいたします。

　もう一つは申請減免です。こちらは文字通り申請し、認められな

いと減免になりません。

①失業した人の軽減制度…会社が倒産、解雇されたりなどして失業
した人が国保に加入した場合の軽減制度があります。職業安定所
で雇用保険の手続きをして国保課へ届け出ます。

②所得が少ない世帯の減免制度…所得が少ないなど特別な事情で保
険料が払えないときは減免の対象になる場合があります。

　その他、失業や病気で著しく収入が減少した場合、長期入院で多

額の医療費がかかった場合、火災や地震などで資産に重大な損害を

受けた場合なども減免の対象となります。

　「払えない」と思ってもそのまま放置しないで分納でも良いので払

える分だけ払っていく事が大事です。払う意思があり、少しずつで

も払っていれば資格が無くなることはありません。

　十勝社会保障推進協議会では毎年６月に集団減免申請と相談会を

開催しています（帯広市対象）。心配事がありましたら下記にお電話

ください。

☎0155-21-4111（十勝勤医協帯広病院）

ここではわかりづらい医療や介護の制度のコト、社会情勢のコトなど知っていると

誰かに伝えたくなるような情報を、事務職員が全12回発信していくコーナーです。

　

平
成
31
年
４
月
13
日
月
曜
日
に
、

『
餃
子
ピ
ザ
つ
く
り
』を
行
い
ま
し
た
。

餃
子
の
皮
を
ピ
ザ
生
地
に
見
立
て
、

チ
ー
ズ
・
ツ
ナ
・
コ
ー
ン
を
ト
ッ
ピ

ン
グ
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
味
付

け
し
ま
し
た
。
男
性
の
利
用
者
さ
ん

も
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
お
手
伝
い
を
頂
き

ま
し
た
。
焼
き
あ
が
っ
た『
餃
子
ピ
ザ
』

は
お
か
わ
り
が
出
る
ほ
ど
大
好
評
で

し
た
。
５
月
２
日
に
は
夏
に
向
け
て

『
畑
開
き
』を
行
い
、
利
用
者
さ
ん
に

昔
の
苦
労
を
お
話
し
頂
き
な
が
ら
作

業
を
し
ま
し
た
。
今
年
も
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
を
育
て
、
利

用
さ
ん
の
皆
様
に
収
穫
を
楽
し
ん
で

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
の
か
介
護
主
任

 
　

西
村
正
直
】

　

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
や
独
居
・
老
々
世
帯
の

増
加
に
よ
り
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
依
頼
が
増

え
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方
は
環
境
の
変
化
に
敏

感
で
あ
り
、
精
神
的
に
混
乱
し
、
そ
の
ス
ト
レ
ス

か
ら
体
調
不
良
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
夜

間
不
眠
・
居
室
間
違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
・
帰
宅

要
求
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
の
利
用
な

の
で
そ
の
方
の
情
報
が
十
分
に
得
ら
れ
ず『
自
分

ら
し
く
』生
活
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
難
し
い
と
言
え
ま
す
。
そ
の
中
で
利
用
者
さ
ん

が
何
を
不
安
に
思
っ
て
い
る
の
か
？
ど
う
す
れ
ば

そ
れ
を
解
消
で
き
る
の
か
？
現
場
職
員
は
考
え
を

巡
ら
せ
、
利
用
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
介
護
を
と
日
々

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
課
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
今

後
も
利
用
者
さ
ん
・
ご
家
族
が
安
心
で
き
る
介
護

を
目
指
し
て
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

【
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺　

２
階
療
養
棟　

介
護
主
任

 

植
原
麻
美
】

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
認
知
症
棟
に
お
け
る

緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
受
け
入
れ
に
つ
い
て

餃
子
ピ
ザ
と
畑
開
き

白樺白樺ほのかほのか

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

ここではわかりづらい医療や介護の制度のコト 社会情勢

知ってトクトク 制度と情勢今日から

使える

ためになる
！
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考
委
員

自
主

加

帯
広
病

一

両
得

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

生

き

生

き

生

き

生

き

広

場

広

場

☎☎
〇
一
五
五

〇
一
五
五--

二
一
二
一--

四
一
四
四

四
一
四
四

頭

の

体

操

【
ヒ
ン
ト
】

　

み
ん
な
の
ち
か
ら
で

 

○
○
○
○

【
答　
　

え
】

　

□
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

【
宛　
　

先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　

品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

６
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
２
３
号

（
８
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
１
９
号
の
当
選
者
】

　

答
え
は「
連
続
選
挙
」で
し

た
。

　

応
募
総
数
75
通
、
正
解
者

73
通
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、

次
の
10
人
の
方
が
当
選
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

朝
倉
恵
子　

菊
地
哲
生

清
野
道
子　
（
帯
広
市
）

小
川
修
平　
（
音
更
町
）

佐
野
征
子　
（
芽
室
町
）

本
間
房
子　
（
幕
別
町
）

堀
川
恵
子　
（
清
水
町
）

香
川
明
子　
（
中
札
内
村
）

上
口
澄
子　
（
幕
別
町
忠
類
）

梅
村
靜
子　
（
陸
別
町
）

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字
を
並

べ
替
え
○
の
中
に
入
れ
て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

出
題
者
は
舛
田
和
男
さ
ん
（
幕
別
町
）
で
す
。

札
内
西
友
の
会

札
内
東
友
の
会

新
緑
友
の
会

　

２
０
１
９
年
４
月
24
日

（
水
）の
10
時
半
か
ら
総
会
を

行
い
ま
し
た
。
９
時
半
か
ら

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
の
仕
分
け

を
８
名
の
世
話
人
で
行
っ
た

後
10
時
半
よ
り
、
世
話
人
14

名
・
会
計
監
査
１
名
・
真
田

若
子
連
絡
会
事
務
局
長
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
成
沢
せ

い
子
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、

続
け
て
連
絡
会
を
代
表
し
て

真
田
氏
よ
り
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。
真
田
氏
は
、「
医
療
・

介
護
制
度
が
改
悪
さ
れ
る
こ

と
、
国
民
健
康
保
険
料
を
値

上
げ
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
、
消
費
税
増
税
は
さ
ら
に

生
活
が
苦
し
く
な
る
だ
け
で

あ
る
こ
と
」等
を
お
話
下
さ
り
、

参
加
し
た
世
話
人
も
頷
い
て

い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
昨
年
の
活
動

を
振
り
返
り
会
員
同
士
の
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
が
、

世
話
人
と
会
員
を
増
や
さ
な

い
と
高
齢
に
な
り
亡
く
な
っ

て
い
く
方
が
増
え
て
き
た
実

　

今
年
の
総
会
は
、
予
定
よ

り
二
週
間
遅
れ
で
開
催
し
ま

し
た
。
準
備
も
十
分
で
き
な

い
総
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

連
絡
会
か
ら
山
本
会
長
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
各
地
の
友

の
会
の
様
子
を
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
高
齢
化
が
急

速
に
進
む
な
か
で
、
友
の
会

が
果
た
す
役
割
の
重
要
さ
が

痛
い
程
わ
か
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
行
事
の
見
直
し

や
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

の
準
備
も
手
が
け
て
行
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
新
し
い
世

話
人
さ
ん
が
二
人
と
ず
っ
と

　

先
日
4
月
25
日
、
第
17
回

新
緑
友
の
会
総
会
･
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
さ
ん
、
世
話
人
さ
ん

27
名
と
、
来
賓
と
し
て
白
樺

医
院
か
ら
浅
沼
先
生
、
三
浦

事
務
長
、
友
の
会
か
ら
眞
田

事
務
局
長
、
帯
広
市
議
の
大

平
亮
介
さ
ん
の
4
名
の
方
々

が
参
加
し
て
下
さ
り
総
勢
31

名
で
し
た
。

　

昨
年
一
年
間
の
活
動
報
告

で
、
友
の
会
員
拡
大
目
標
達

成
し
た
こ
と
や
白
樺
医
院
の

職
員
と
の
地
域
訪
問
の
実
施
、

白
樺
ド
リ
ー
ム
タ
ウ
ン
盆
踊

り
大
会
優
勝
な
ど
が
あ
り
振

り
返
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

次
に
今
年
度
の
事
業
計
画
案

欠
員
だ
っ
た
会
計
を
若
い
世

話
人
さ
ん
が
引
き
受
け
て
く

れ
る
な
ど
元
気
の
出
る
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
世

話
人
に
な
り
た
て
の
新
任
議

員
さ
ん
の
挨
拶
に
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
交
流

会
で
は「
名
前
ビ
ン
ゴ
」に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
景
品
は

ま
も
な
く
パ
ン
屋
を
オ
ー
プ

ン
す
る
I
さ
ん
の
手
作
り
ク

ッ
キ
ー
と
あ
っ
て
、
最
後
ま

で
歓
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

総
会
後「
い
つ
で
も
元
気
」

一
部
増
え
ま
し
た
。

【
札
内
東
友
の
会　

鈴
木
志
摩
子
】

札
内
西
友
の
会

 
総
会
の
報
告

「
札
内
東
友
の
会
」

 

総
会
を
終
え
て

総
会
を
無
事
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
菅
原　

一
晴

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
〇
九
五

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

 

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
坂
本　

恵
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
二
六
三

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎
節
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
阿
保　

富
男

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

二
七
五
六

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
山
口
久
美
子

 

二
五

－

七
七
六
二

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
及
川　

洋
子

 

〇
九
〇

－

五
二
二
二

－

三
八
三
二

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

 

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

 

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

 

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
高
宮　
　

裕

 

三
四

－

一
八
八
二

【
新　

緑
】
瘧
師　

光
枝

 

三
六

－

五
七
九
二

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
伊
沢
佐
恵
子

 

六
〇

－

二
五
〇
六

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

情
が
報
告
さ
れ
、
問
題
意
識

を
共
有
し
ま
し
た
。
無
料
で

受
け
ら
れ
る
町
の
特
定
健
診

を
知
ら
せ
る
事
、
会
員
さ
ん

に
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
配
布
や

封
筒
詰
め
等
の
作
業
に
協
力

を
お
願
い
し
て
み
る
事
な
ど
、

目
標
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

世
話
人
で
今
回
の
地
方
選

挙
で
当
選
し
た
中
橋
と
も
子

さ
ん
、
荒
貴
賀
さ
ん
も
参
加

い
た
だ
け
た
の
で
、
両
名
に

も
一
言
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。

【
札
内
西
友
の
会
事
務
局

　

岡
崎
節
子
】

と
長
年
懸
案
事
項
で
あ
っ
た

役
員
改
正
に
つ
い
て
提
案
が

さ
れ
、
全
会
一
致
で
議
案
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
新
体
制

の
も
と
今
年
一
年
も
地
域
に

根
ざ
し
、
お
互
い
に
励
ま
し

合
い
な
が
ら
楽
し
く
活
動
を

し
て
行
こ
う
と
確
認
し
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
議
事

終
了
後
、
美
味
し
い
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
交
流
会
。
普

段
な
か
な
か
会
う
こ
と
が
出

来
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

お
互
い
の
健
康
を
喜
び
あ
い

近
況
報
告
な
ど
会
話
が
弾
み

ま
し
た
。
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
で
盛
り
上
が
り
大
き
な

笑
い
声
が
溢
れ
、
会
は
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
来
賓
の
皆

様
も
最
後
ま
で
ご
参
加
頂
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
夏
は
大
事
な
参
院
選
挙
が

あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
の
活

動
を
す
す
め
な
が
ら
、
是
非

と
も
今
の
政
治
に
審
判
を
下

し
政
治
を
変
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
変
え
る
の
は

私
達
！

 

【
新
緑
友
の
会　

浅
沼
双
枝
】
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